
呉支部は、呉市内と江田島市在住の会員約800名が活動しております。

画像出典 (1)写真提供：広島県

呉地方総監部(1)

呉市は、昭和35年市政施行、戦前は「海軍工廠のまち・呉」として発展し、戦後は平和産
業港都市として復興。平成17年に隣接6町と合併した、人口約20万人・面積352k㎡の
地方中核都市です。また、平成28年に呉市は、かつて海軍鎮守府が置かれた横須賀・佐
世保・舞鶴各市とともに日本遺産の認定を受け益々発展を続けています。

江田島市は、平成16年、近隣4町が合併した、人口約23,000人、約100㎢の市です。
明治21年に海軍兵学校が移転して以来、「海軍の島」として全国に知られるようになりました。
現在は、旧兵学校の建物が海上自衛隊の教育機関として現役で使用されているなど、海上
自衛隊の施設が複数存在しているのが特徴です。
島を歩けば歴史の息吹をそかしこに感じることができます。特に、楽しむ（サイクリング、登山、
カヌー）食べる（牡蠣や柑橘類）見る（軍艦利根資料館、古鷹山などの自然）泊まる
（シーサイド温泉）等の観光資源に恵まれ、レンタサイクルで潮風をあびながらサイクリングす
れば、島を存分に楽しむことが出来ます。

呉支部紹介

音戸町・倉橋町は、平成17年呉市と合併して、呉市観光・旅の魅力がギュッと詰まったエリ
アとなっています。音戸は、沈む夕日を扇で招き返し切り拓いた平清盛伝説が残る港町。倉
橋は、美しい砂浜と造船の浪漫ただよう、万葉さながらの景勝地です。

大和ミュージアム(1) 大和ミュージアム(1) てつのくじら館(1)

入船山記念館(1) 休山からの夜景(1) アレイからすこじま(1)

幹部候補生学校(1) 第１術科学校(1)

音戸大橋(1) 音戸大橋 夜(1) 清盛塚(1) 平清盛像(1)


